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１．就労継続支援Ａ型WSBバイオの作業訓練の紹介 

 

 「福祉と農業の明日を考える」をテーマにスタート 

 

 ＜現作業内容＞ 

 ① 菌床シイタケ栽培 

 ② 生わさび栽培 

 ③ 露地野菜栽培 

 ④ 成果物販売（社会福祉協議会セルプ支援センター、地元農産物直売所、ＪＡ、全国展開スーパー、ＮＹ飲食店 

            国内提携飲食店、直売店等） 

 ⁈ この分野での一般就労のチャンスはほぼ皆無 （過去5年 一般就労14名中1名のみ） 

 

 ２０１６年より地元企業との連携を開始 

 ⑤ 麺製造企業との作業訓練（施設外就労）支援連携          750千円/ м 

 ⑥ 自動車関連製造企業との作業訓練（施設外就労）支援連携      600千円/ м 

 ⑦ 介護用品販売企業との作業訓練（施設外就労）支援連携       200千円/ м 

 ⑧ 接骨院との作業訓練（施設外就労）支援連携              320千円/ м 

 

 

 

 

  

 

作業訓練を通じて当該企業への就職機会創出 

問題点 
１． （企業）能力は評価するが、自社   
  の体制では支援体制が取れない。 
２．（利用者）仲間から離れたくない。 
  バイオの所属でいたい。 



２．運営における基本方針について 

 １） 「障害者総合支援法」等法令および「運営規定」の順守 

 

  ①支援体制の施設環境、人員体制 

 

  ②業務活動における事務管理の整備 

 

  ③生産活動による利用者賃金の確保 

    利用者賃金総額：40,800千円 （30年度予想） 

 

  ④利用者の社会的・日常的支援の徹底化 

 

  ⑤一般就労への積極的支援 

 

  ⑥他機関との連携 

 

農業収益     19,000千円 
受託作業収益  22,500千円 
     （30年度予想） 

利用者の管理職員採用（2名） 
一般就労（2名：29年度実績） 



３．各関係機関との連携について 

 

①  山県市、他近隣市町村 福祉課 

 

②  ハローワーク 

 

③  各地区就労支援関係機関（職業センター、就業・生活支援センター等） 

 

④  特別支援学校 

 

⑤  県市町村社会福祉協議会 

 

⑥  相談支援事業所 

 

⑦  他障害福祉サービス事業所                    など 

 



４．業務研修の継続的活動について 

 

 １） 社内研修（月１回） 

  ① 新入管理職員研修 

 

  ② 定期研修 

 

 ２） 「就労継続支援事業所連絡会岐阜」（８事業所） 

 

  ① 年3回代表者研修 

 

  ② 年4回サービス管理責任者研修 

 

  ③ 年2回管理職員研修 

 

  ④ 年1回合同セミナー 

 

 



５．施設近隣地域との連携について 

① 山県市・・・・・・・・・福祉課との市内支援対象者の情報共有体制 

              山県市自立支援協議会（30年度会長） 

              青少年育成活動（29･30年度育成会議会長） 

 

② 校区・・・・・・・・・・・梅原小学校（学校運営協議会委員） 

              梅原公民館（運営委員） 

              校区行事（ユー・ゆうフェスタ実行委員長） 

 

③ 校区自治会・・・・・自治会役員活動（校区連合自治会委員・２６年度自治会長） 

 

④ 地元住民・・・・・・・管理職員採用（パート５名：９月末現在） 

 

⑤ 地域研修協力・・・山県市他近隣市町校長会（特別支援研修） 

 

⑥ 特別支援学校・・・岐阜市立岐阜特別支援学校（デュアルシステム指定企業） 

              ★年間22日（参加生徒11名）の校外実習 

           ・・・・岐阜県立岐阜本巣特別支援学校（椎茸栽培の指導） 

 

 

就業体験の受入（多くの事業所で実施されている）
が、 

弊社では親密一般企業での就業体験の橋渡しを
行っている。 


